
 

 

 

   

 

施設種別 ２０１１年度 ２０１４年度 第５期計画数 

◆小規模多機能型居宅介護拠点 ４６施設 ６４施設 １８施設 

◆認知症高齢者グループホーム ６３２床 ８１２床 １８０床 

◆特別養護老人ホーム全体 １８０７床 ２１２９床 ３２２床 

 小規模（29床以下） １６５床 ２５２床 ８７床 

 大規模（30床以上） １６４２床 １８７７床 ２３５床 

ＮＯ．７８５ 
2012 年 1 月 22 日 

電話 ３２８－２６５６ 
FAX ３５９－５０４７ 

熊本市手取本町１－１ 議会棟３階   

メール：kumamsu@gamma.ocn.ne.jp 

ホーム：http://www.jcp-kumamoto.com/ 

 

 

 「介護保険料の負担が大変」「いざサ

ービスを利用しようとしても利用料が

高く、受けることができない」「施設へ

の入所を申し込んでいるが、数百人待

ちで何年先になるのかわからない」。こ

うした相談が多く寄せられています。 

 しかし、野田内閣のもとで進められ

ている税と社会保障の一体改革では、

年金が引き下げられるとともに、右表

のように、介護保険の改悪が目白押し

です。 

 現在、熊本市は「第５期はつらつプラ

ン」を策定しています。そのプランによ

れば、今年４月からの介護保険料は、現

行４２００円から５２５０円～５３０

０円（１０５０円～１１００円増）とな

ることが試算されており、３月議会に提

案される予定です。 

 上表は、熊本市における今後３年

間での各種施設の整備計画です。 

市内には約３０００人の入居待機

者がいるとの試算もあるなかで、抜

本的な施設の増設が求められます。 

全国的には特別養護老人ホームの
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安心して介護サービスが受けられる

よう、国の負担を増やし、保険料の軽減

を図るべきです。また、熊本市としても

待機者は約４２万人。待機者解消のため

に必要な予算は約４０００億円です。「大

企業減税」や「株で得た利益に対する減

税」が年間約２兆円ですので、減税分の

５分の１を、介護施設の増設に充てれば、

待機者の解消を図ることができます。 

（現行） ⇒ （改悪後） 

２割負担 ⇒ 
１割 

負担 

毎月 1000円 ⇒ 無料 

２割負担 ⇒ 
１割 

負担 

18000円程 ⇒ 
月１ 

万円 

一部 
２割負担 

⇒ 
１割 

負担 

家や預貯
金で制限 

保険料・利用料の減

免制度を拡充し、負

担軽減を図ること

が求められます。 

 

(内訳) 

 



 

 

 

 

 

 

 2012 年度から 5 年間の中心市街

地活性化の推進方向を定める「中心

市街地活性化基本計画 2期計画」の

策定が進められています。 

昨年12月 21日に開催された「中

心市街地活性化特別委員会」の上野

みえこ議員の質問で、事業費や規模

などが明らかになりました。 

見直しの中心は、大型会議場建設 

事業費は100 億円以上 

計画見直しで中心となるのは、多

額の費用を必要とする「3,000 人収

容の大型会議場建設」です。 

事業費は、建設費だけで約100億

円が想定されています。加えて土地

代相当が、さらに数十億円必要です。

（積算根拠は、札幌市などの同規模

施設の建設費用が約100億円である

こと）施設規模は、同じく札幌コン

ベンション施設20,000㎡を参考に、

同程度が見込まれています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

利用目標：3,000 人規模年間20 件 

達成できるか疑問 

利用目標は、3,000 人規模のコン

ベンションを年間 20 件開催すると

しています。しかし、他都市におけ

る 3,000人規模のコンベンション開

催状況は、大阪173件、名古屋111

件、京都 27 件と、古くからの政令

市では一定の開催実績がありますが、

最近政令市になった岡山市での開催

実績は、わずか8件です。 

 熊本市は、他都市の状況を参考に

開催実績を想定したといいますが、

達成できるのか、大いに疑問です。 

 このように、必要性の薄い「大型

会議場建設」を見直しの中心に据え

た「2 期中心市街活性化基本計画」

では、新たな｢ハコモノ｣建設のムダ

につながります。 

 中心市街地の活性化は、「ハコモノ

建設」の推進でなく、真に中心商店

街の活性化につながるような計画と

すべきです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,000人収容の大型会議場建設を推進する 
「中心市街地活性化基本計画」に市民の理解は得られません！ 

3,000人収容の大型会議場建設に、市民の声は｢ノー｣ 

日本共産党市議団の「市民アンケート」に寄せられた意見 

 （今ある施設を利用すべき・87％、建設賛成・4％、その他・10％） 

・ ハコモノはいらない。見栄を張ることはない。市民のことを考えてほしい。 

・ 市の施設を作り直すことを安易に決めてほしくない。市役所より新しい産

文を生かして使うことをなぜしないのか。建物は使わないと痛むことを考

えて欲しい。今からでも使うことを望む。 

・ 3,000 人収容の会議などまれ。小回りの会場を手ごろの費用で借りたい。

産文のそばを通るたびにもったいない、壊すお金もかかるのに、と思う。 

・ 税金のムダ使いやめてほしい。100 億円の会議場は要らない。維持費も

もったいない。 

・ 桜町に予定のハコモノは必要ない。現存の施設で充分。絶対反対する。 

・ 産業文化会館は、なぜ閉じたのか。市民会館のように改修し使ってほしい。 

・ 金もつぎ込み、4 年を経て何の成果もない｢花畑町再開発｣は死に体であ

り、行政頓挫の恥ずかしい見本。昔風に言うなら「切腹もの」です。責任

の所在を明確にし、市は直ちに事業から手を引き、産文は必要な改修をし

て、直ちに利用を再開させるべきです。 

 

 

｢ハコモノ｣でなく、真に商店街の賑わいにつながる計画に！ 

「2 期中心市街地活性化基本計画（素案）」のパブコメに意見を！ 

＜意見の募集期間＞ ＊｢素案｣は、ＨＰや市役所・市民センター等で閲覧できます。 

平成２３年１２月２６日（月） ～ 平成２４年１月２６日（木） 

＜意見の提出先・提出方法＞ 必須項目（氏名、住所、電話番号、職種）を明記 

 （１）電子メール  toshinkasseisuishin@city.kumamoto.lg.jp 

 （２）郵送 〒860－8601 「熊本市都心活性推進課」行き （３）FAX 359-6978 
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